
避難等の種類及び段階と市民等の行動要領 

 

１ 目的 

  この要領は、危機発生時における市民の安全・安心を確保するため、避難等の種

類及び段階とその際の市民の行動要領を定め、市民が適時適切に避難行動をとるこ

とができるよう、その一助とすることを目的としています。 

 

２ 避難の必要性 

  市民の避難は、危機の発生による被害を最小限にし、その拡大を防止する上で、

最も重要な対策の一つと位置づけられます。 

  大崎市は、危機が発生した場合で避難の必要があると市長が認めるときは、災害

対策基本法第６０条、国民保護法第５４条に準じ、避難指示を行います。 

  市民の皆さんは、「自分だけは大丈夫」と考えず、避難指示に従いましょう。（指

定避難所は大崎市ホームページくらしの情報「防災・安全・安心」に記載してあり

ます） 

 

３ 避難の基本 

  ア 避難は、市民等が自ら危機に関する情報を把握し、危険であることを察知し、

自らの判断で行うことが基本です。 

  イ 危険を察知したならば、自らの命を守るために、自ら避難行動を行うことが

基本です。 

 

４ 本要領の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．１ 避難等の種類 
ア 屋内避難 

イ 警戒区域からの退去 

ウ 避難所・避難場所等への避難 

エ 地区外又は市外への広域避難 

４．２ 避難等の段階 

ア 自主避難所の開設 

イ 高齢者等避難 

ウ 避難指示 

エ 緊急安全確保 



４．１  避難の種類 

  ア 屋内避難 

 

区

分 
状    況 市民がとるべき行動 

屋

内

避

難 

① 有毒ガス、煤煙等が発生し、空気中へ拡散、

希釈されるまでの間、一時的に屋内へ退避

した方が、安全であると判断される場合。 

② 不審者、又は危険動物等の徘徊・逸走等に

より、屋内に退避した方が安全であると判

断される場合。 

③ 放射性物質の漏洩・核分裂事故後の降灰等

により、被曝危険のある屋外への避難よ

り、屋内に避難した方が安全であると判断

される場合 

① 危機発生に伴う被害に備え、窓等  

の開口部を可能な限り閉め、危険

要因の進入防止と気密性の確保に

留意しましょう。 

② ラジオ、テレビ等をつけっ放しに

するとともに、市、自主防災組織、

消防団員等からの屋外への避難に

関する情報がいつでもうけとめら

れる態勢を確保しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内避難 
 

危機の状況例             住民の行動事例 

                                    

 ◎ 有毒ガス、煤煙発生 

◎ 不審者、危険動物等の徘

徊、逸走等 

◎ 放射性物質の漏洩、核分

裂事故後の降灰等 
         

  

 

◎ 施錠，窓を閉める 

 （危険要因進入防止） 

◎ ラジオ,テレビ等で情報収集 

◎ 屋外避難準備 

屋内避難 



  イ 警戒区域からの退去 

 

区

分 
状    況 市民がとるべき行動 

避
難
区
域
か
ら
の
退
去 

① 除染等が必要な危機事象の場合で、危険区

域から、速やかに安全区域への退去が必要

であると判断される場合。 

② 爆発、火災、有毒ガス流出の恐れがあり、

速やかに安全地域への退去がひつようで

あると判断される場合。 

③ 建物倒壊、地盤陥没、地盤崩落、崖崩れ等、

被害拡大の恐れ、又は二次被害の防止のた

め、危険区域からの退去が必要と判断され

る場合。 

④ 消防、警察、自衛隊、その他関係機関の危

機対応行動に支障が出ないよう、指定され

た区域からの速やかな退去が必要である

と判断される場合。 

① 対象地区の市民は、指定された地

区から、速やかに退去しましょう。 

② 災害時要援護者等、特に避難行動

に時間を要する者の、市民相互に

よる避難支援（車両避難含む。）を

実施しましょう。 

③ 町内会、自主防災組織リーダー等

は、整然とした避難行動を維持で

きるよう努めましょう。 

④ 警戒区域へ許可無く立ち入らない

ようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警戒区域からの退去 
 

危機の状況例             住民の行動事例 

 退去の目安 

◎ 除染が必要な区域 

◎ 爆発、火災危険区域 

◎ 有毒ガス流出等区域 

◎ 建物倒壊、地盤陥没 

◎ 地盤崩落危険区域等 

 

警戒・危険

区域の指

定退去命

令等 

 

 

         

 

 

 

 

退  去 



 ウ 避難所・避難場所等への避難 

 

区

分 
状    況 市民がとるべき行動 

避
難
所･

避
難
場
所
等
へ
の
避
難 

① 警戒区域内の危険除去のために長時間を

要する、又は宿泊する必要がある場合 

② 降雨等のため、より安全な場所へ避難し、

一時滞在、宿泊を要する場合。 

③ 居住場所、ライフラインの破壊等により、

住居にて生活ができなくなった場合。 

 

① 対象地区の住民は、指示された避

難所へ、なるべく町内会、自主防

災組織ごとまとまって避難行動を

とりましょう。 

② 災害時要援護者等、特に避難行動

に時間を要する者への、市民相互

による避難支援（車両避難含む）

を実施しましょう。 

③ 町内会、自主防災組織リーダー等

は、整然とした避難行動を維持し

ましょう。 

④ 町内会、自主防災組織等のリーダ

ーが中心となり、避難所における

場所の割振り等を実施しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所及び避難所場所への避難 
 

 

危機の状況例             住民の行動事例 

 

 避難の目安 

◎ 警戒区域内からの退去

が長時間となる。 

◎ 一時滞在・宿泊を要する 

◎ 生活場所の代替 

 

長 時 間 又

は 宿 泊 必

要 

 

   

避難所・避難場所等への避難 



 エ 地区外又は市外への広域避難 

 

区

分 
状    況 市民がとるべき行動 

地
区
外
又
は
市
外
へ
の
広
域
避
難 

① 警戒区域又は危険区域の範囲が極めて広

く、地区内、又は市内に安全地域がもとめ

られないと判断される場合 

 

① 対象地区の住民は、拠点避難所へ

移動しましょう。 

② 災害時要援護者等、特に避難行動

に時間を要する者への、市民相互

による避難支援（車両避難含む）

を実施しましょう。 

③ 町内会、自主防災組織リーダー等

は、整然とした避難行動を維持し

ましょう。 

④ 大崎市又は宮城県が準備した輸送

車両等に乗車し、移動しましょう。 

 

 



４．２  避難の段階 

  ア 自主避難所の開設 

 

区

分 
状況及び大崎市の対応等 市民がとるべき行動 

避

難

所

の

開

設 

① 大崎市が避難指示までには至らないと判

断するものの、危機の状況により、市民の

不安を解消するために必要と判断する場

合。 

② 自主避難用の避難所を開設し、職員を派遣

します。 

① 市民は、必要に応じて、自主的に

指定避難所へ避難しましょう。 

② 自主避難の際、必要な食料、飲物、

日用品等を持参しましょう。 

③ 災害時要援護者等、特に避難行動

に時間を要する者は、できるだけ

早期に自主避難することに心掛け

ましょう。 

 

  イ 高齢者等避難 

 

区

分 
状況及び大崎市の対応等 市民がとるべき行動 

高
齢
者
等
避
難 

① 危機発生に伴い、避難を要する事態への推

移を見守るなどの警戒体制をとっている

状況であり、危機拡大に伴う避難を要する

可能性が高い場合。 

② 町内会、自主防災組織のリーダーへ連絡し

ます。 

③ 防災同報系無線による屋外スピーカー、個

別受信機、大崎市ホームページ、市及び消

防団広報車等による複数の緊急通信手段

により市民への情報伝達をします。 

 

① ラジオ、テレビ等をつけっ放しに

するとともに、市、消防団、町内

会、自主防災組織リーダー等から

の屋外への避難に関する情報がい

つでも受け止められる態勢を確保

しましょう。 

② 避難時に必要な非常持ち出し用品

等を準備しましょう。 

③ 財産の保護のための、ある程度時

間を要する作業を開始します。 

④ 災害時要援護者等、特に避難行動

に時間を要する者は、避難所など

に避難を開始しましょう。 

（避難支援者は支援行動を開始） 

※ 必ずしも市の指定する避難所へ避 

難しなければならないものでありま

せん。被害の及ばない場所、家族や

知人などの支援を受けやすい場所な

どより安全と思われる場所へ早めに

移動することが重要です。 



 ウ 避難指示 

 

区

分 
状況及び大崎市の対応等 市民がとるべき行動 

避
難
指
示 

① 通常の避難行動ができる者も含め、避難行

動を開始しなければならない段階であり、

災害の発生する可能性が明らかに高まっ

た状況の場合。 

② 避難者への食料等支援を行います。 

    

① 通常の避難行動ができる者は、被

害の及ばない場所、又は避難所へ

の避難行動を開始しましょう。 

② 災害時要援護者等、特に避難行動

に時間を要する者への、市民相互

による避難支援（車両避難含む）

を実施しましょう。 

③ 町内会、自主防災組織リーダー等

は、整然とした避難行動を維持し

ましょう。 

④ 食料、飲料水、着替え、日用品等

を入れた、非常持ち出し用品等を

携行しましょう。手ぶらでの避難

は、身勝手な行動とわきまえまし

ょう。 

※ 必ずしも市の指定する避難所へ避 

難しなければならないものでありま

せん。被害の及ばない場所、家族や

知人などの支援を受けやすい場所な

どより安全と思われる場所へ早めに

移動することが重要です。 

 

エ 緊急安全確保 

区

分 
状況及び大崎市の対応等 市民がとるべき行動 

緊
急
安
全
確
保 

① 災害が発生または切迫している状況 

※必ずしも発令されるものではありませ

ん。 

① 避難所等への避難することがかえっ

て危険である場合，できる限りの緊

急安全確保を行いましょう。 

 

 


